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会
長
　
和
田
　
新
也

謹
賀
新
年

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
五
年
の
お
正
月
を
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

令
和
２
年
か
ら
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
感
染
者
数
の

増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
な
か
な
か

収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経

済
活
動
の
復
活
へ
舵
を
切
っ
て
い
こ

う
と
言
う
動
き
が
社
会
全
体
に
は
見

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
は
多
大
な
人
的
被
害
と

と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
、
お
よ

び
様
々
な
原
材
料
の
供
給
問
題
を
引

き
起
こ
し
、
諸
物
価
の
急
激
な
高
騰

を
招
き
ま
し
た
。

　

協
会
活
動
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、

総
会
、
理
事
会
は
対
面
で
の
開
催
を

実
施
し
、
ま
た
、
各
種
委
員
会
等
も

Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
に
よ
る
集
合
形
式
で
の

開
催
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
Ｗ
ｅ
ｂ
と
対
面
を
必
要
に
応

じ
活
用
し
会
議
の
効
率
化
と
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
造
協
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
自
然

災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
に
資
す

る
取
組
み
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

の
推
進
を
図
る
た
め
の
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
安

全
衛
生
対
策
の
推
進
の
た
め
の
墜
落

制
止
用
器
具
等
の
普
及
促
進
、
令
和

６
年
度
か
ら
建
設
業
界
へ
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
な
ど
に
も
適
切
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
格
制
度
の
更
な
る
充
実

の
た
め
に
令
和
６
年
度
か
ら
設
置
予

定
の
「
緑
地
樹
木
剪
定
士
」
資
格
の

運
用
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
（
国

際
園
芸
家
協
会
）
の
日
本
代
表
と
し

て
関
わ
る
２
０
２
７
年
横
浜
花
博
へ

の
協
力
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
推
進
と
い
っ
た
社
会
的
課

題
に
加
え
、
今
後
本
格
的
に
影
響
が

出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
原
価

の
上
昇
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
へ
の
対

応
は
、
簡
単
に
な
し
得
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
協
会
と
し
て
実
際
に

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
わ
ず
か
な
が

ら
も
前
進
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
一

方
ま
だ
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
課

題
も
有
り
ま
す
。
造
園
業
の
社
会
的

使
命
を
見
据
え
な
が
ら
、
会
員
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
共
に
一

歩
ず
つ
前
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
日
造
恊
に
と
っ
て
第
３
次

財
政
・
運
営
中
期
計
画
を
総
括
し
、

第
４
次
中
期
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
、
ま
た
造

園
建
設
業
界
に
と
っ
て
明
る
い
将
来

へ
の
展
望
を
開
く
良
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

鑁
ば ん な じ

阿寺のイチョウ（栃木県指定天然記念物）　
樹種：イチョウ　樹高：31.8m　幹周：8.3m　樹齢：550年以上
鑁阿寺は足利市の中央に位置し、鎌倉時代の建久７年（1196年）に、
足利義兼（あしかがよしかね）が建てたと云われている真言宗の古刹
である。そしてその本堂脇にこの大イチョウがそびえている。足利義
兼のお手植えとの言い伝えがあるが、実際は鎌倉末期の古地図にはイ
チョウは載っていない。イチョウは地上3mのところから2本に分か
れており、地上15m付近で枝が広がり、壮大な樹形を成している。

持続可能な開発目標“SDGs”への取り組み
造園の仕事は“SDGs”　もっとアピールを

令
和
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り

2023 年　新春座談会
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前杉　今回、司会をすることになったの
は、部会でテーマを検討する際に私が

「SDGs」と言ってしまったからです（笑）。
それで皆さんにお越しいただくことにな
りました。本日はよろしくお願いします。
　さて、ご存じの通り、SDGs は 2015
年の国連サミットで採択され、持続可能
な開発のための 17 のゴールと 169 の
ターゲットが示されています。
　SDGs はこれまでも座談会の候補にあ
がっており、今回は会員の方々の取り組
みも進んでいるので、いいタイミングで
はということになりました。
　まずは自己紹介を兼ねて、どんなこと
をされているのかの概要を廣部さんから
お聞かせいただけますか。
廣部　札幌から参りました廣部です。地
域リーダーズの幹事で、松戸さんからお
声がけをいただきました。
　地方の規模も大きいとは言えない会社
で皆さんのお役に立てるか分かりません
が、地方でこんな風に考えている会社も
あることをお話しできたらと思います。
佐々木　今年度、日造協の理事になった
ばかりで、協会や業界のことなど、分かっ
ていないことがたくさんありますが、よ
ろしくお願いいたします。
　SDGs は対象が広く、取り組み方によっ
てはいろんなもの、ことにつながり、地
方と都市部における違いもありますが、
造園そのものが持続可能な事業で地域に
根差していることが “ 肝 ” で、取り組み
を語るというより、その辺の話を皆さん

から学びたいと思います。
松戸　地域リーダーズの総リーダーと
して今年で６年目になります。SDGs に
ついては後ほどゆっくり、お話しでき
ればと思います。
渡邊　入社して約 10 年くらい造園工事
の現場におり、その後 20 年近くゴルフ
場のコース管理をして、次はゴルフ場
の営業で、一昨年に造園工事の営業に
移って、今回の座談会という状況です。
日造協の活動にもこれまでなかなか参
加する機会がなかったので、いろいろ
と勉強させていただければと思います。
　SDGs については、弊社のホームペー
ジをリニューアルすることになり、若
手社員の話を聞く中で、SDGs について
も発信してはどうかとの声がきっかけ
で取り組むことになりました。今日は
どんな取り組みをしたかをお話しでき
ればと思います。
古橋　こうした場に参加するのは初め
てですが、よろしくお願いします。
　公園管理の部署に長くおり、今は本
社で、3 年前くらい前に広報専門部署を
立ち上げ、現在に至ります。
　SDGs に関しては、主に社内外への情
報発信に関わっており、企業 PR の一環
として地元豊島区の子供たちに向けた 
SDGs イベントを今月開催するので、今
はその準備をしているところです。そう
した取り組みなど、少しでも皆様の参
考になる話ができたらと思っています。

SDGs へのさまざまな取り組み

2023 年 
新春座談会

前杉　それでは SDGs の取り組みについ
て、具体的なお話をいただけますか。

廣部　紹介といっ
ても、全社一丸で
取り組めているか
というと、そこま
で至っていないの
が正直なところで
すが、業界の人手
不足という課題も
踏まえ、大学、高

校への出前講座で、造園の仕事を紹介す
る活動をしています。私自身も北海道大
学や札幌市立大学で講義をさせていただ
いていますが、造園の仕事が知られてい
ないことを実感します。
　また、造園の仕事、環境の創造や保全
について知っていただくことも、立派な
SDGs、持続可能的な社会の活動として
有意義なことなので、社の取り組みに位
置づけています。
　そのほか細かいことですが、照明の

LED 化、アイドリングストップなどの一
般的なことを全社で進めています。
前杉　講義はどんなテーマですか。
廣部　北大では施工管理をテーマに実際
の施工管理の現場について説明し、市立
大学ではもう少し幅を広げて造園工事業
がどんな仕事かを話しています。
　学生の方々は、公務員かコンサル系の
志望が多いので、施工系の仕事を知って
もらうことで、将来の選択肢を広げる一
助になればと思っています。
佐々木　秋田県の SDGs に申請し、認定

をいただいていま
す。
　弊社の SDGs 申
請の取り組み項目
は３項目です。１
つ目は、花と緑を
扱 う プ ロ と し て
質 の 高 い 人 材 の
育 成、 資 格 取 得、

インターンシップ受け入れの取得率 UP
で、教育力の向上です。
　２つ目は、社員の健康促進と女性活躍
の促進で、40 歳以上の健康診断は全員
人間ドックとし、女性特有のものはその
フォローアップ。現在、新規採用者の半
分以上が女性なのでその率をさらに上げ
るのは厳しいですが、女性採用比率を
基本 25% と公表しているものの実際は
50% 以上の比率で採用しています。
　３つ目は、自然環境に配慮したハイク
オリティなランドスケープの提供で、花
と緑を身近に感じられる安全安心な空間

を企画から設計・施工・管理まで、ゼロ
からつくり上げ、人々の健康促進や豊か
なコミュニティだったり、ライフサイク
ルが活性化する環境づくりを仕事を通じ
て提供することです。
　はじめの２つは一般的なことで、３つ
目が肝です。土木や建築に飲み込まれな
いためには、造園の付加価値、ランドス
ケープ企業として、いかに質の高い空間
を創造できるかが不可欠です。新たな価
値の提案の仕方は、始めたばかりで実績
は多くはありませんが、見積もり依頼が
あったとき、要件定義書をしっかりして
いこうと思っています。
　単純にお客さんの要望を取り入れて見
積もりを出すと、見積もりを比較されて
終わりですが、同条件で比較できないよ
う、事前に弊社の思想と付加価値の空間
づくりを行っている会社なので、見積も
りを出す以上は当然このような条件にな
るということを伝え、その要件を確認、
承諾してもらってから見積もりを出すよ
うにしています。
　プロがゼロからつくる提案をお客様に
分かっていただく必要がありますし、提
案が流用されるようなこともあってはな
らないので、そのことに同意いただいた
上でお客様のライフスタイルに密着した
プランづくりを始めました。
　これは、弊社が取り組み中のプロジェ
クトの見積もりの提示に対してある会社
が要件定義書を作成してこられたことを
きっかけにして、自分たちの業界に落と
し込んでいければと考えました。

松戸　弊社の取り組みについては、千葉
銀行の SDGs セミナーでパネリストをし
たときの様子が分かりやすいので、基調
講演「わが社が取り組む SDGs」の概要
を紹介します。
　弊社は約 60 年前に創業し、松戸市に
拠点を置き、従業員 40 名程度で、公
園緑地の維持管理や指定管理者など
を行っています。私は社長に就任した
2018 年に「地域に密着し、人と自然が
調和した持続可能なまちづくりに貢献
したい」との経営理念を掲げました。ま
た、防災公園の施工を通じて災害対策に
関心を持ち、東日本大震災で除染作業に
挑戦。2016 年施行の女性活躍推進法に
も即対応し、造園建設業で全国初、県内
建設業初の厚生労働省「えるぼし認定」
を受けました。
　こうした中、SDGs に取り組む直接の
きっかけは、ウィズコロナの時代になっ
て、公園利用者が増加し、あらゆる人の
安全と健康に役立つために、公園の価値
をどの程度まで高められるかを検討し
ていた時に、SDGs の活用を考え、松戸
市の地域づくり人材を育成する「まつど
地域活躍塾」の OB 会と SDGs について
連携し、現在、市民向けの勉強会の講師

や学校への出張授
業などを行ってい
ます。
　 中 小 企 業 が
SDGs を 進 め る ポ
イントは高すぎる
目標を設定しない
ことで、まず自社
版の SDGs マップ
を作成しました。今まで取り組んできた
ことを見える化し、SDGs のゴールに当
てはめると、スムーズに一歩を踏み出せ
ます。
　自然に継続的に取り組めることをまず
把握して、会社に SDGs を根づかせるこ
とが大事です。
　また、自社ならではの取り組みを展開
することと、経営層からトップダウンで
SDGs に積極的に関わることで、一人ひ
とりが自発的に動ける社風を作ることも
重要です。
　そして、今回用意したもう一つの資料
が、実際にマッピングという手法を用い
て、会社がしてきたことを SDGs に当て
はめたもので、このように 17 の目標を
自分たちの視点で捉えると身近なものに
なります。

座 談 会 出 席 者
　　　廣部　修平 氏　北海道総支部　　　㈱南香園

　　　佐々木創太 氏   東北総支部　　　　むつみ造園土木㈱

         松戸　克浩 氏　関東・甲信総支部　㈱新松戸造園

　　　渡邊　健士 氏　関東・甲信総支部　東武緑地㈱

　　　古橋美紀子 氏　関東・甲信総支部　西武造園㈱
（司会）  前杉　昌枝　 （一社）日本造園建設業協会 広報活動部会委員

　オブザーバー： 和田　新也   （一社）日本造園建設業協会 会長
　　　　　  藤吉　信之  （一社）日本造園建設業協会 専務理事　 
　　　　　  成家　 岳    （一社）日本造園建設業協会 広報活動部会部会長           

　今回の座談会は、SDGs の取り組みをテーマに、取り組み事例や課題等についてお話い
ただき、明日の造園産業発展への期待や可能性、また皆様の造園業界への想いなどを存分
に語っていただければと思います。何卒よろしくお願いいたします。

（座談会冒頭、和田会長あいさつより）

廣部　修平 氏

佐々木　創太 氏

松戸　克浩 氏

マッピングで自社の取り組みを整理

持続可能な開発目標“SDGs”への取り組み



　社内啓発関連では、OKR という手法
を使っています。近年のテーマはむつみ
グリーントランスフォーメーション「M-
GX」で、緑を通じた社会革新ということ
なんですけど、会社がある程度大きな目
標、経営理念と経営計画、経営ビジョ
ンを作って、SDGs の 17 項目のように、
各部署が取り組む項目を 20 項目設定し
ます。それを各部署で個人に落とし込み、
具体的な戦術目標に置き換えるのです。
　それを定期的にトップダウンとボトム
アップでチェックします。まだ始めて３
年ですが、それぞれの視点でチェックで
きるので、それぞれの立場で PDCA する
のに役立ちます。
　SDGs と少しずれるかもしれませんが、
目標を達成する手法という視点でお話し
させていただきました。
前杉　いろいろお
話を聞いてきまし
たが、造園業界全
体の SDGs の取り
組み状況や関心の
度合いなどはどん
な感じなのでしょ
うか。
　松戸さんご存じ
ですか。
松戸　SDGs の目標と業としての話があ
りましたが、先ほどの千葉銀行のセミ
ナーで基調講演をされたちばぎん総研の
研究員である長島さんが、千葉県の造園
業と SDGs の取り組みについて整理して
いるので、造園業界の現況ということで
参考にしていただければと思います。
　県内事業者の SDGs の取り組みは平均
24.9% で、造園会社は 31.5% で平均を
上回っており、造園業界の SDGs の取り
組み例としては国土交通省が 2015 年か
ら推進しているグリーンインフラがあげ
られ、SDGs の「住み続けられるまちづ
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　SDGs は 2015 年 開 始。2030 年 ゴ ー
ルですから、もう折り返し地点です。今
後、目標の達成などを精査し、残りの 7
年に向かおうとしているところです。
前杉　今までやってきたことを落とし込
むマッピング、すごくいいですね。
渡邊　SDGs について、指定管理の方で

はかなり進んでい
ましたが、全社と
しては整理してい
なかったので、弊
社もマッピングと
い う 形 で、 各 部
門 に そ の 事 業 が
SDGs の 何 の ゴ ー
ルに関係している

かをあげてもらうところから始め、落ち
葉を集めてたい肥化していたり、普段の
仕事が SDGs の目標なんだということを
社員に理解してもらえるようになりまし
た。
　各部門からあがってきた取り組みは、
３つの柱で整理し、１つ目は SDGs を
通じたパートナーシップによる事業展
開。２つ目は「お客さんから聞かれたけ
ど何のこと？」では話にならないので、
SDGs の取り組みについての社員 1 人ひ

とりの理解といった社内啓発。３つ目
が対外発信、広告宣伝になります。
　対外発信と社内啓発は両輪で、そこ
を密にしていないと発信しているのに
社員が分かっていないことになります。
　そこでまだ第 1 弾のレベルですが e
ラーニングとして、いつでも視聴でき
るよう YouTube で、自社だけでなく、
SDGs に積極的に取り組む会社も紹介す
るなどして、社内教育を行っています。
　SDGs は多岐にわたり、どこから取り
組んだらいいかなど、難しそうなイメー
ジがありますが、身近なことだと分か
りやすかったりします。例えば、ウォー
ターサーバーから水道直結のカード
リッジに変えることで、水の運搬がな
くなるので CO2 の排出を減らせますし、
茶殻を再活用した抗菌シートを貼付し
た自動販売機の導入やマイボトルを推
奨したりしています。
　まだ、こうした段階ですが、今年の
春から実施している SDGs 推進会議を、
来年の春からは若手社員を中心に構成
しボトムアップで発信したり、今後は
ビジネスに結び付けていきたいと考え
ています。

古橋　弊社は鉄道やホテルなどを含め
た企業グループの
一 員 で、 グ ル ー
プ全体で SDGs に
力を入れているの
で、その方針がま
ず前提としてあり
ます。
　 造 園 だ と SDGs
の 15 番目「陸の

豊かさを守ろう」に直結しやすく、グ
ループ内でも、造園事業は全部が SDGs
だよねといわれます。しかし、具体的な
情報発信はまだまだだったので、一昨年
に社内プロジェクトチームが設立され、
SDGs に関わる会社の取り組みを整理し、
どんな情報発信ができるのかを毎月話
し合いました。
　 そ れ で 各 部 署 の 情 報 共 有 を 進 め、
2021 年度末にホームページに「SDGs
への取り組み」をまとめました。
　以上が全社的な取り組み状況ですが、
先ほど少し話したように、私の部署で
は、豊島区を盛り上げる地域の企業、住
民の方々と、SDGs の 11 番「住み続け
られるまちづくりを」も進めています。
　地域には、印刷、運送など、いろいろ
な会社があり、それぞれどんなことがで
きるかを考え、私達は植物管理の中で発
生した間伐材の輪切りを材料にしたク
ラフト系イベントの準備をしています。
　1 度テストイベントをしたところ大好
評で、子どもたちは自由な発想で作品を
作り、逆にいろいろなアイデアをいただ

きました。
　今回の材料も、管理する公園などの植
物をドライフラワーにしたものなどもあ
ります。これを使って子どもたちがどん
なものをつくるか、ドキドキしながら準
備をしています。
　また、イベントをきっかけに、今まで
繋がりがなかった異業種の方とも情報交
換をしたり、何かコラボができたらいい
ですねと話をしたり、地域の保育園や幼
稚園、小中学校から相談に乗って欲し
いと、新しい関係性ができたりします。
まちづくりへの想いは同じでも、なか
なかつながる場がありませんでしたが、
SDGs がきっかけで関係性が広がってい
ると感じます。
　SDGs を小難しく机上で考えるのでは
なく、できることから始めればいいんだ
なと思っています。
　すると、「造園ってそんなこともして
るんだ」と、私たちの仕事を知ってもら
うことにも自然とつながったりします。
前杉　皆さんの取り組みをお聞きして、
地域との連携や造園としてこれまで当
たり前にやってきたことが SDGs につな
がっていて、造園の仕事は SDGs そのも
のだと思いましたが、さらにどうですか。
佐々木　造園そのものが SDGs の目標達
成に結びついてる活動ばかりだと思いま
す。極端に言えば、SDGs の目標に結び
ついていなければ造園企業として成立し
ない。社会の役に立つのが仕事であり会
社ですから当たり前なんです。
　しかし、地方やさまざまな団体で話し

てもなかなか伝えるのが難しい。やって
いる仕事が変わるわけではなく、SDGs に
結びつけてもやっていることは同じです。
一人ひとりの取り組みが全体、地球の保
全につながると考えると、同じ仕事でも
意味が深くなると思うのですが、そのよ
うに認識できない立場の方もいます。
　皆さんのお話を聞いて、言葉で分かっ
てもらうのではなく、マッピングのよう
に社員が自分でやっている仕事を落とし
込んでいくと意識を高めるのに有効にな
る可能性が高いと思ったので、ぜひ真似
させていただきます。
廣部　北海道では造園の何社かと造園
協会が SDGs を掲げています。しかし、
SDGs の目標達成に向けて具体の活動を
示しているところは少なく感じます。
　日造協の全国造園フェスティバルひと
つでも、複数の目標に該当しますし、そ
の活動が何に結びついてるのかを考える

だけで SDGs の取り組みになるし、メー
カー B か C かを選ぶときに目標の達成
につながるのは、こっちだねって考える
と、何か選ぶときの指標に SDGs が使え
ます。考え方の１つだと思っています。
渡邊　廣部さんの会社のホームページ
を拝見させていただいて、自分たちの仕
事そのものが SDGs のゴールに向かって
るのではないかということと、古橋さん
も造園そのものが SDGs なんだけれど…
という話がありましたが、SDGs に詳し
い方とお話しした時に、仕事で木を植え
てるのはまさしく SDGs ですよと言われ
ました。日本人は奥ゆかしいから、そ
う考える人もいるかもしれないけれど、
欧米の方々は、どんな小さなことでも
アピールしてますよと。今日お話を聞
いて、私達の仕事はすべて SDGs につな
がっていて、それぐらい胸を張って話し
ていいんだなと改めて思いました。

渡邊　健士 氏

古橋　美紀子 氏

前杉　SDGs は単なる社会貢献ではなく、
経済も含めた持続可能な開発目標ですか
ら、「三方良し」＋「地球環境良し」と
の認識でいいと思いますがどうですか。
佐々木　地域貢献が仕事に直結すること
が今後は不可欠で、CSR は限界。CSV 活
動にならないと持続可能とは言えないで
すね。
　1995 年から CSR で海岸清掃を始め、
今も継続していますが、海岸林を整備し
た後に、地域の方に楽しんでもらう場所
を、20ha の敷地にパークゴルフ場とツ
リーハウス、キャンプ場を整備して、皆
さんと共有し、CSV 的事業を実施し、地
域振興につなげています。
　プロサッカーチーム「ブラウブリッツ
秋田」が J1 ライセンス取得にあたり、
サッカー場とクラブハウスの整備が必要
になり、潟上市とホームタウン協定を締
結したきっかけから、私どもの敷地を活
用していただくこととなりました。昨年
からはワインの製造も始め、地域を活性
化するスポーツ、観光振興で収益事業も
同時に考えていく。地域貢献を行っても、
本業で収益を捻出できずに倒れては意味
がありません。
　造園企業は、それぞれの地域や会社で
いろいろな課題があると思いますが、こ
れからは CSV や SDGs で具体的に取り
組んでいくことが必要だと思います。
　地域に根差した造園企業は、地域をど
ういうふうに守って、事業を通じて勉強
させていただいた行政の資産をどうした
ら活かせるかをもっと考えることが必要
です。
　最近は今まで以上に地域の遺伝子を
持った企業が頑張っていると思います。
そうでないと大資本に飲み込まれてしま
います。地方の話をしましたが、大都市
でもこうしたことが起きているのではな
いかと思います。

前杉　昌枝

CSR から CSV、SDGs の時代に

造園が当たり前にやってきたのがSDGs

造園の仕事は“SDGs”　もっとアピールを
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くりを」「気候変動に具体的な対策を」「陸
の豊かさを守ろう」などの目標に直接的
に関係している。
　県内の造園業者の SDGs 取り組み内容
をホームページで確認すると、伐採の際
に出た枝や葉などを粉砕して堆肥化した
り、枝を薪として売り出すなどの取り組
みや地元住民へ造園のコーチングを行う
などの活動が見られるが、全体としては
少数派であり、逆に言えば、SDGs の伸
び代は大きい。
　SDGs への関心では、関心がある企業
は約 66%、関心がないは約 22%、分か
らないは約 12%。取り組む上での課題
では、何から取り組んでいいのか分か
らない 36.9%、社内での理解度が低い

32.2%、マンパワーの不足 26.6%、社
会的な認知度が高まっていない 25.1%、
定量的な指標など評価方法が分から
ない 21.9%、行政の支援や環境が希薄
19.8%、資金不足 19.3% などで、造園業
は、SDGs への取り組みは、入札の加点
やサプライチェーンからの締め出しな
ど、「抗えない時代の流れ」であり、造
園業は SDGs との親和性が高く、17 の
目標に自社との関わりをマッピングする
ことからはじめ、経営陣の関与でできる
ことから取り組みを始めることが成功へ
の道筋―と紹介しています。
　今日の座談会も１、２年前だったら先
走り感があり、いいタイミングですし、
これからが楽しみだと思っています。

廣部　地域と大資本の話がありました
が、札幌初の PFI は不調でした。
　弊社は地元グループで提案する予定で
したが、テナント誘致に奔走してくれた
デベロッパーさんがテナントは大手さん
がすでに抑えて、どうにもならないと断
念したところ、最終的には応募がありま
せんでした。
　地元の造園会社１社でできることは限
られますが、だからこそ地域との連携を
大事にし、地域があってこその自分たち
ということを常に考えています。
　SDGs を活用して、地域や持続可能と
いうことは、どういうことなのかを地元
自治体を含めて、議論していくと、より
実効が増すように思います。
前杉　今回の話に、つながりという言葉
が多く出てきていますが、SDGs は持続
可能ということで、未来につながること
でもあり、キーワードになると思いまし
たが、古橋さんいかがですか。
古橋　プレゼンテーションをする側にも
５年ほどいたことがあり、Park-PFI が始
まった頃に、いろいろな自治体のサウン
ディングなどにも対応し、実際に応募し
たこともあります。
　資本力のあるところとも何度かプレゼ
ンでバッティングしましたが、資本だけ
でなく、情報とスピードも凄く、そうし
た部分では太刀打ちが難しいですね。（笑）
　だからこそ、「地元」というのが私た
ちの強みです。PPP 案件が出たから顔を
出すのではなく、脈々と続けてきたつな
がりがあるからできることを私たちは積
極的にアピールする必要があるでしょう
し、持続可能性を重視して評価してもら
えるような仕組みを自治体と一緒に議論
していくのもいいと思っています。
　コロナで対面で会えない期間がありま
したが、つながりを大切にし、地道な草
の根活動みたいですが、そうしたことが
SDGs でも大事だと思います。
前杉　そういう事例やそのほかのお考え

などいかがですか。
佐々木　SDGs が出てきたときに造園企
業の皆さんが率直に感じた通りだと思う
んです。SDGs があろうとなかろうと私
たちは自分の信じた造園道を歩んでい
く。ですから SDGs に固執した物事の進
め方でなく、SDGs という世界の潮流で
ある 17 の目標にもリンクしながら、自
分たちの PDCA サイクルに落とし込むこ
とが大事です。
　一方で、造園企業の息子が造園をやり
たいと思わなければ、それこそ、自分た
ちのやっている企業運営がおかしいと思
わないと。就労促進をしたところで自分
の子供が働きたくないという仕事を人に
勧めるのは難しいでしょう。
　また、インターンシップに取り組んで
いる会社は多いと思います。弊社も中高
生を１から２日間受け入れて、職員がつ
きっきりで対応していますが、それを
きっかけに入ってくる子たちはあまり見
かけません。
　農業高校であっても学校のカリキュラ
ム自体が就業向けではなく、進学を推奨
する傾向にあるので、教育の視点から見
直しなども含め、改善が必要です。
渡邊　今の学生さんは SDGs の知識があ
り、そういうことに取り組んでいる会社
かをネットで調べて、会社を選ぶ時の参
考にしていますし、私どもの会社も、ま
だまだ就労環境が良いとは言えないので
改善が必要です。佐々木さんの会社のよ
うに健康診断 100% とするために SDGs
を利用できないかを考えています。
　ネットに載せたら実行しないと嘘にな
ります。健康診断受診 100% と書いてし
まえば、そうしなければならなくなり、
そのための体制が逆に社内につくること
ができます。順序が逆かもしれませんが、
結果的に本人や家族、会社や入職者への
アピールになります。そんなやり方もあ
りかなと思いました。

前杉　若者の就業対策だけでなく、社員
の健康、家族の安心につながることであ
れば、取り組み方はいろいろあってもい
いですね。選ばれる企業になるための戦
略はすごく大事になると思います。
松戸　 経 営 者 や 中 間 管 理 職 の 立 場 で
SDGs の目的や目標を達成するための学
びの場が必要だと思っています。
　そうした学びの場がないので、具体的
に取り組むしかないというのが現状で、

カードゲームなどの考え方も参考になっ
たりしますが、時間とお金をかけるほど、
執着する気持ちも大きくなります。
　SDGs の会社としての取り組みは、1
人ではできませんから、誰かを巻き込み、
NPO でも官民連携でも取り組みを進め
ていくと勢いもつくのですが、一生懸命
やっていても SDGs ウオッシュ（言って
いることとやっていることが違う）が出
てきたり、行き詰ったりするかもしれま

せんが、それもひとつの通過点で、答え
の出し方は何通りもあると思います。
　40 人程度の会社ですら、ホームペー
ジや SNS を毎日更新しても、社員全員
が見ているかというとそんなことはな
く、アカウントのフォローもしてない社
員もいます。
　社長のトップダウンとか、上からの押
し付けではないやり方が必要だと考えて
おり、SDGs に関する社外への発信も学
びたい社員が自由な考え方で、学んでく
れれば社内の人材育成にもつながると前
向きな気持ちでやっています。
　昨年の春からは、完全週休二日制を導
入し、年間休日 122 日と、大変なこと
をしたとの思いもありますが、SDGs を
きっかけにできることに取り組んで、未
来につなげていければと思っています。
　それと、インターンシップの話があり
ましたが、弊社では会社の見学会を毎月
第 2 土曜日に開催し、コロナ禍で最近
は不定期になっていますが、継続中です。
　出前講座も今月も小学校と中学校に行
き、造園の仕事について話をします。
　小学校低学年の女の子は、大きくなっ
たらお花屋さんになりたいというのがベ

スト５に入っていたりしましたが、大き
くなるとお花屋さんを希望する子もいな
くなってしまい、佐々木さんが話してい
たように、高校生ではなく、中学生、小
学校の高学年にターゲットを絞って出前
講座に行くようにしています。
　こうした活動の結果かどうか分かりま
せんが、えるぼしや SDGs に取り組んで
来たことで、その方面のトップランナー
みたいに市役所からも評価をしていただ
き、松戸市内には千葉大学のほかに４つ
の大学がありますが、都内ではなく、市
内に就職してもらう仕組みを連携してつ
くりたいとご提案をいただいています。
古橋　社内の取り組み事例ですが、入社
１年目の社員研修に会社でどんな SDGs
ができそうか、忌憚のない意見を出して
もらう発表会があり、農業に関するもの
だったり、身近なところでは、オフィス
の給湯室に家庭用の生ごみコンポストを
おいたらどうか？や、No プラスチック
DAY などのアイデアが出ていて、面白
いので、個人的には今後、中間管理職や
２、３年目の中堅社員などの意見も聞い
てみたいなと思っています。

前杉　SDGs は世界の大きな取り組みで
すが、自分ごととして考え、取り組める
ところが素晴らしい点だと思いますが、
最後に言い残したことや業界全体など
で、何かございますか。
廣部　私たちは民間企業ということで営
利団体であることは否定のしようがない
事実であり、持続可能にするには適切な
利益を上げ続けなければなりません。
　ですから、SDGs をアピール材料にし
て会社を存続させるために使えばいいと
考えると SDGs にもっと取り組みやすく
なると思います。
　そういう風に造園業界も SDGs を活用
していけばいいのではないでしょうか。
佐々木　参考になるお話をいろいろと聞
かせていただき、自社の課題解決につな
がる項目もまだあるので、それを１つず
つ解決しながら会社を継続することがす
べてだと思いました。
　中でも、一番大事なのは人材の確保
で、 そ の た め に RPA（Robotic Process 
Automation）にチャレンジします。機
械ができるものは機械で、人でなければ
ならないできないことを人がやる。書類
整理などの事務から現場作業まで、機械
ができることは意外とまだまだあって、
それによって仕事がなくなるということ
ではなく、造園の価値は、五感をフルに
生かして、世の中に作品を提示すること。
人間でなければできないことをするから
こそ付加価値があると考え、それを突き
詰めてシステムづくりを行いたい。
　また、自動化した芝刈り機をプログラ
ミングから取り組み、イニシャルコスト
を抑える仕組みを模索中です。
　デジタルネイティブで育った世代やい
わゆる Z 世代の若手社員もおり、受け
入れていかなければならない時代です。
ただし、基盤は造園であり、地域あって
の営みであり、それをより高めるための
取り組みを続けていきたいと思います。
松戸　チェーンソーの切りカスを吸い取
る特許を現場のアイデアをもとに開発し
て取得しました。今後、販売をしていき
たいのでよろしくお願いします。（笑）

地域とのつながりが持続に不可欠

SDGs を活用し造園建設業界の発展へ
　最後の一言としては、造園業界も自
社も選ばれるものにするということが、
SDGs の活用を含め、一番大事なことだ
と考えています。SDGs の認証会社でな
いと取引ができないような流れもありま
す。
　ご紹介していませんでしたが、令和 3
年度千葉県男女共同参画推進事業所５社
に選ばれ、建設業はうちだけでした。こ
の数年、地域リーダーズのこともあり、
自分が具体的にやっていないことを他に
言うことはできないので、そういう気持
ちで取り組んできました。
　造園の仕事自体は素晴らしいことなの
で、選ばれる努力を私たちがしていけば、
より良いまちや環境がつくれると思って
います。
渡邊　私は SDGs を使って、業界特有の
働く環境を少しでも改善し、働きやすい
環境を提供できれば、社員のやりがいに
繋がるのではないかと確信しました。
　SDGs は世の中のためだけでなく、自
分のためという部分をキーワードにしな
がらいろいろと取り組んでいければと
思っています。
　また、古橋さんからお聞きした新入社
員研修は、今後の取り組みの参考にさせ
ていただきたいと思います。今日はたく
さん活用できるお話をいただきました。
ありがとうございました。
古橋　女性活躍の話も出て、皆さんがい
ろいろなことに取り組んでいることを実
際に聞くことができ、こうした場に出さ
せていただいた会社にもとても感謝して
います。会社や個人のイメージや漠然と
したことを SDGs に当てはめると、整理も
活用もできて、便利だと再認識しました。
　私自身すごく勉強になり、新しい気づ
きもいただきました。こうした情報共有
の場がこれからもあるとありがたいで
す。ぜひ、よろしくお願いいたします。
前杉　ちょうど時間になりました。お話
をお聞きし、SDGs を活用してこれから
の皆さんの活動とそれから造園建設業界
の発展につながっていくといいなと思い
ました。本日はありがとうございました。

SDGs きっかけに未来へつなぐ

2023 年 新春座談会 持続可能な開発目標“SDGs”への取り組み　 造園の仕事は“SDGs”　もっとアピールを


